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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成されたパルミトレイン酸、その塩、及び／又はtrans-9-ヘキサデセン酸、並びに許
容し得るビヒクルを含有する、魚において海シラミを処理するための組成物であって、海
シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物である、前記組成物。
【請求項２】
　約0.1ppm～約10ppmの合成されたパルミトレイン酸、その塩、及び／又はtrans-9-ヘキ
サデセン酸、並びに許容し得るビヒクルを含有する、請求項1記載の組成物。
【請求項３】
　約0.6ppm～約6ppmの合成されたパルミトレイン酸、その塩、及び／又はtrans-9-ヘキサ
デセン酸、並びに許容し得るビヒクルを含有する、請求項1記載の組成物。
【請求項４】
　無毒の充填剤及び／又はエンハンサー組成物を更に含有する、請求項2記載の組成物。
【請求項５】
　無毒の充填剤及び／又はエンハンサー組成物を更に含有する、請求項3記載の組成物。
【請求項６】
　前記許容し得るビヒクルが、医薬として許容し得るビヒクル又は獣医学的に許容し得る
ビヒクルである、請求項1～5のいずれか一項記載の組成物。
【請求項７】
　無毒の充填剤又はエンハンサー組成物を更に含有する、請求項1記載の組成物。
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【請求項８】
　前記無毒の充填剤が、脂肪酸、アルコール、アミン、スクアレン、グリセロール及びそ
れらの混合物の群から選択される、請求項4～7のいずれか一項記載の組成物。
【請求項９】
　前記エンハンサー組成物が、アミン及びインドール系誘導体由来の脂肪酸、これらのア
ミンと脂肪酸のエステル、ケトン、アセトン、アルコール又はステロールを含む、請求項
4～7のいずれか一項記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が、粉末、錠剤、ペレット、カプセル、顆粒、粒状体、ドライフレークの形
状であるか、ミセル、リポソーム、ナノ粒子、微粒子内に配置されたか、マイクロカプセ
ル化されたか又は凍結乾燥された、持続放出製剤の形状であることができる、請求項1～9
のいずれか一項記載の組成物。
【請求項１１】
　溶液の形状である、請求項1～10のいずれか一項記載の組成物。
【請求項１２】
　前記溶液が、スプレー、エアゾール、エマルション、懸濁液、液滴として、水中ディフ
ューザー中又は徐放マトリクス内に製剤される、請求項11記載の組成物。
【請求項１３】
　前記溶液が、魚が住む水に添加されるか、又は魚飼料中に配置されることができる、請
求項11又は12記載の組成物。
【請求項１４】
　経口的に又は注射を介して魚へ投与される、請求項11又は12記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（技術分野）
　本発明は、合成されたパルミトレイン酸、その塩、その誘導体、その異性体及び／もし
くはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性
情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する、情報化学物質組成物に関する。本
発明はまた、合成されたパルミトレイン酸、その塩、その誘導体、その異性体及び／もし
くはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミ付着阻害性情報化学物質
、並びに許容し得るビヒクルを含有する、情報化学物質組成物を、そのような処理を必要
とする魚へ投与することを含む、海シラミを処理する方法にも関する。
【背景技術】
【０００２】
（発明の背景）
　海シラミは、魚製品の衛生的及び経済的喪失の最も重大な原因のひとつであると考えら
れる(Johnsonらの文献、2004)。タイセイヨウサケ(サルモ・サラル(Salmo salar))及びニ
ジマス(オンコリンクス・ミキス(Oncorhynchus mykiss))において、レペオフセイルス・
サルモニス(Lepeophtheirus salmonis)及び他のウオジラミ科のコペポディド(caligid co
pepodid)は、サケ科の魚の養殖の開発に対し大きい障害であると考えられ、満足のいく処
理が存在しない限りは、監督官庁が新たな養魚場の創設を控えることになる(Stewartらの
文献、2004)。
【０００３】
　レペオフセイルス・サルモニスは、現在最も一般的で重要な種のように思われるが、こ
れは、非常に異なるライフステージを含む複雑な生活環を示す。中でも、コペポダイト期
は、外寄生(infesting)期であるので、これは特に興味深い(Pike及びWadsworthの文献、1
999)。第一幼生期(ノープリウスI期及びII期)のように、コペポダイトは、機能的消化管
を有さず、しかしその脂肪組織の異化作用から得られるエネルギーを使用する。その寿命
は2週間に限定されるように見え、その間にこれは鉤爪状触角(antennal hook)を介して宿



(3) JP 6676619 B2 2020.4.8

10

20

30

40

50

主に付着しなければならない。たとえコペポダイトが、宿主を捕獲し且つそれに付着する
ことを可能にするある程度の速度の移動を示す能力を有するとしても、コペポダイトは、
大多数のプランクトン生物のように、水流により受動的に移動される。文献は、宿主との
接触は、線形の水力加速に反応したバースト遊泳(burst swimming)により促進される(頻
度3±12 Hzで、これは1±3秒間続く)ことを報告している(Heuch及びKarlsenの文献、1997
)。この挙動は恐らく、自由に動きまわるコペポダイトにおいて観察される捕食者を回避
する戦略に起源があるであろう(Heuch及びKarlsenの文献、1997)。最初の外寄生が高頻度
で鰭上であるということは、コペポダイトはそれらの近傍において生じた小規模の水の動
きにより活発化されるという仮説を裏付ける、別の論拠とみなされ得る(Tullyらの文献、
1993a)。一部の著者(Anonの文献、1993)は、変態後のカリムスを、鰓室を通り、体表へ移
動させる、重要な受動的外寄生が存在することを示唆している。より最近の研究は、この
理論は、実験的外寄生時の人為構造から生じ得ることを示唆している。天然の大規模な外
寄生に関する報告における低頻度の鰓外寄生は、この仮説に対する強力な論拠として見な
されるべきである(Tullyらの文献、1993b及び2002)。
【０００４】
　魚への鉤把握の後、コペポダイトは、化学感覚情報を使用するように見える。触角様化
学受容器が説明されており、これは、不適切な宿主(非サケ科の魚)に付着しているコペポ
ダイトは、剥脱し、水流に回帰することを説明することができる(Bronの文献、1993)。
【０００５】
　様々な研究が、レペオフセイルスの外寄生挙動における情報化学物質の役割を説明して
いる。いずれかの研究がいくつかの化学成分の同定を可能にする以前に、様々な知見が、
情報化学物質の情報の関与の可能性を強調した。コペポダイトの触角は、感覚捕捉体(sen
sory captor)を保持し、且つ魚上への鉤爪把握も担っている(Bonの文献、1993)。先に説
明されたように、コペポダイトは、それらが非サケ科魚の魚に付着した場合に、鉤爪を外
す傾向があり、このような識別は、まず間違いなく化学情報に起因しているように見える
。皮膚粘液は、様々な脂質性化合物を含むことが証明されており、様々な種間の化学的コ
ミュニケーションへのそれらの関与は非常に良く知られているので、魚の皮膚により放出
される化学シグナルの存在は、驚くに値しない(Lewisの文献、1970)。
【０００６】
　しかし最も重要な文献は、その中で魚が遊泳している水の採取により得られる、「魚用
馴化水(fish conditioned water)」の誘引作用の証拠によって得られた(Ingvarsdottirら
の文献、2002、Bailey及びMordueの文献、2003、Pino-Marambioらの文献、2007及び2008)
。いくつかの正確な化合物が同定されており、且つそれらの中でイソフォロン及び1-オク
テン-3-オールが、触角により選択的に検出されるように思われる。残念なことに、公表
されたデータのほとんどは、この寄生生物の外寄生ライフステージではない成体海シラミ
について得られている。
【０００７】
　いくつかの他のデータは、ストレスが、海シラミの外寄生に直面しているサケ科魚の脆
弱性に影響を及ぼすことを示唆している(Tullyらの文献、1993 a及びb、MacKinnonの文献
、1998、Mustafa及びMacKinnonの文献、1999)。このストレスは、様々な刺激に関連し、
その中でも銀化(Bartonらの文献、1985)及び真に飼養化されたと見なすことができない種
における社会的ストレスは、大変重要であるように思われる(Slomanらの文献、2001、Gil
mourらの文献、2005)。血漿コルチゾールの上昇は、皮膚粘液中の抗体の濃度、特にIgM免
疫グロブリン(immunoglobin)の濃度の低下により役割を果たすことができる(Magnadottir
の文献、1998、Houらの文献、1999)。これらの抗体は、カリムス幼生により保持されるフ
ィラメントの付着に対する蓋然的作用により、外寄生に対する免疫において役割を果たす
ように思われる(Tullyらの文献、2002)。
【０００８】
　養魚は、養殖場からの魚の逃亡及び野生のサケ集団への組み込みをきたしてきた。この
ことは、疾患の伝染及び食物の競合に関して野生の魚集団に影響を及ぼす。養殖された魚
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は、対応する野生の魚の形質と比べ、多くの変形した形質を有する。そのような形質のひ
とつは、養殖魚は、対応する野生の魚よりもより攻撃的であることである(Johnson及びAb
rahamsの文献、1991)。別の形質は、養殖魚の子孫は、野生の魚よりもより早く成長する
ことである(Flemingらの文献、2000)。養魚の帰結として、サケジラミの数多くの宿主が
増殖されてきている。
【０００９】
　2種の海シラミ、すなわちレペオフセイルス(レペオフセイルス・サルモニス)及びカリ
グス(カリグス・エロンガツス(Caligus elongatus))が存在する。これらは、それらの茶
色の馬蹄型の殻により認められる。これらは、魚へ強固に付着し、うろこ、細胞組織、血
液及び粘膜を食することにより、それらを傷つける。この魚の免疫系は弱体化され、二次
感染及び魚の大量死の可能性へつながる。10～15以上のサケシラミを有するサケスモルト
は、弱体化され、産卵のために河に戻る前の海での一時的な滞在を恐らく生き抜くことが
できない。海シラミの低い非致死性の外寄生は、魚にストレス反応を誘導し、塩不均衡、
免疫低下及びより多くの感染に繋がり得る(Tullyらの文献、2002)。一般に、12～15の海
シラミが、野生のサケを殺傷することができる。
【００１０】
　基本的にはサケジラミに対する処理が存在し、そのひとつは生物学的であり、他方は化
学的である。サケジラミの外部寄生生物を摘み取り且つ食することができるベラ科(ラブ
リダエ(Labridae))スズキ目(ペルシフォルメス(Perciformes))の海洋魚であるベラの使用
は、生物学的解決である。従ってゴールドスキニーベラであるクテノラブルス(Ctenolabr
us)、バラム(ballam)ベラであるラブラスベルギルタアスカニウス(Labrus bergylta Asca
nius)、コーキング(corking)ベラであるシンフォダスメリオプ(Symphodus meliops)(L.)
、ロッククック(rock cook)であるセントロラブラスエクソレウス(Centrolabrus exoleus
)(L.)、カッコウベラであるラブラスビマクラツス(Labrus bimaculatus) L、及び鱗発光
ベラであるアカントラブラス・パローニ(Acantholabrus palloni)が、水産養殖業におい
てこの目的のために使用される。
【００１１】
　化学的解決は、シラミ駆除浴又は魚飼料中で使用される薬用ペレットのいずれかの使用
に関与している。サケジラミに対して使用される薬浴処理は、ジクロルボス、トリクロル
ホン及びアザメチホスなどの有機リン酸エステル；シペルメトリン及びデルタメトリンな
どのピレスロイド、ジョチュウギク抽出物並びに過酸化水素を含む。飼料処理は、エマメ
クチン安息香酸塩のようなアベルメクチン、ジフルベンズロン、テフルベンズロン、シペ
ルメトリン、cis-シペルメトリン及びイベルメクチンを含む。一般にSLICE(エマメクチン
安息香酸塩)の添加は、8週間持続する。
【００１２】
　しかし、薬浴処理及び魚飼料処理に対する耐性が時間がたつにつれて明らかになり始め
、無効な処理、非標的生物に対する毒性をもたらし、今や魚にストレスをもたらし且つ経
費がかかるものとなっている。多くの場合において、この処理の中止期間が必要とされ、
特に定期の寄生生物処理が耐性の発生に対し絶えず圧力をもたらしている養殖されたサケ
から、非常に頻繁に再度の外寄生が発生する。
【００１３】
　米国特許第7,879,809号は、水産養殖で飼育された魚における外部寄生生物の外寄生の
制御のための、スピノシン又は生理学的に許容し得る誘導体もしくは塩の使用を説明して
いる。スピノシンは、範囲の広い有機殺虫剤であることが知られている。
【００１４】
　米国特許第6,982,285号は、魚の寄生生物を制御するための有効な成分として、1-[4-ク
ロロ-3-(3-クロロ-5-トリフルオロメチル-2-ピリジルオキシ)フェニル]-3-(2,6-ジフルオ
ロ-ベンゾイル(benzoly)尿素)を有する注射溶液を説明している。
【００１５】
　海シラミなどの魚の寄生生物を処理するための医薬品及び化学物質は、当該技術分野に
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おいて公知であるが、これらは、環境に優しくないことが多い。多くの場合に耐性が生じ
、これは、サケ及び他の養殖魚におけるこの処理の有効性の欠如及び高い死亡率に繋がる
。従って、海シラミの外寄生を解決するための他の解決が、必要とされている。
【００１６】
　情報化学物質は、別の生物において行動学的又は生理学的反応を惹起する、植物又は動
物により放出される化学物質である。情報化学物質が同じ種の個体に影響を及ぼす場合、
これはフェロモンと称される。情報化学物質が、異なる種の個体に影響を及ぼす場合、こ
れはアレロケミカルと称される。
【００１７】
　種間コミュニケーションに関与するそれらの化学シグナルは、アレロケミカルシグナル
の全般的カテゴリー下で群別される。アレロケミカルシグナルは一般に、2つの亜群に分
類され、且つそれらの機能は、シグナルの放出者とメッセージの受容者の間の関係に影響
を及ぼす。好ましい放出者との関係において、放出される化学シグナルが存在する場合、
この亜群は、アロモンとして公知である。定義により、アロモンは、特に放出する種に有
益であるように、別の種に対し作用を有する1つの種により生成されるホルモン又は物質
である。例えば、ある種の花により放出される誘引性のアロモンは、これらの花を受粉す
ることができる様々な昆虫を引き付けることができる。
【００１８】
　対照的に、放出された化学シグナルが、受容者に対し好ましい関係である場合、この亜
群は、カイロモンとして公知である。定義により、カイロモンは、他の種を、時には天然
の外敵さえも引き付けることができる、フェロモン又は物質である。カイロモンは、時に
は、寄生生物による特定の宿主の捜し出しに関与している。例えば、ヒト皮膚により放出
される乳酸は、数多くのカ科(Culicidae)についてわかっているカイロモンである。アロ
モン及びカイロモンは、最終利用者に危害を引き起こさないよう分解する、天然の物質で
ある。これらの化学物質はまた、免疫を引き起こさず、且つ安全である。
【００１９】
　従って、環境に優しく、容易に投与することができ、且つ魚への危害もしくはストレス
を伴わず、又は水環境へ影響を及ぼすことなく有効である、海シラミが魚へ付着すること
を阻害するための、組成物及び方法を提供することが、当該技術分野において必要とされ
ている。
【００２０】
　この必要性及び他の目的は、発明の概要、好ましい実施態様の説明及び請求項により証
明されるように、本発明により達成される。
【発明の概要】
【００２１】
（発明の概要）
　本発明は、合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥
脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体
、及び／又は海シラミを魚から剥脱するそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着
阻害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する、情報化学物質組成物に関す
る。
【００２２】
　別の態様において、約0.1ppm～約10ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報
化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体
及び／もしくは構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着
阻害性情報化学物質、並びに無毒の充填剤及び／又はエンハンサー組成物及び許容し得る
ビヒクルを含有する、情報化学物質組成物である。
【００２３】
　別の態様において、約0.6ppm～約6ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化
学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及
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び／もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付
着阻害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する、情報化学物質組成物であ
る。
【００２４】
　本明細書記載の許容し得るビヒクルは、医薬として許容し得るビヒクル又は獣医学的に
許容し得るビヒクルである。
【００２５】
　本明細書記載の合成されたパルミトレイン酸を含有する海シラミコペポダイト付着阻害
性情報化学物質組成物は、無毒の充填剤又はエンハンサー組成物を更に含有することがで
きる。無毒の充填剤は、脂肪酸、アルコール、アミン、スクアレン、グリセロール及びそ
れらの混合物の群から選択される一方で、エンハンサー組成物は、アミン及びインドール
系誘導体由来の脂肪酸、これらのアミン及び脂肪酸のエステル、ケトン、アセトン、アル
コール又はステロールを含む。
【００２６】
　更に別の態様において、本明細書記載の海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質
組成物は、合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱
する能力を維持する、その塩、その異性体及び／もしくはその構造類似体のエステル、ア
ルコール、ケトン、アミド、エーテル、アルデヒド又はステロール誘導体、及び／又は混
合物、並びに許容し得るビヒクルである。
【００２７】
　この情報化学物質組成物は、粉末、錠剤、ペレット、カプセル、顆粒、粒状体、ドライ
フレークの形状、又は用途に適した他の形状であることができる。これはまた、ミセル、
リポソーム、ナノ粒子、微粒子内に配置されるか、又はマイクロカプセル化される持続放
出製剤の形状であることができる。この情報化学物質組成物はまた、凍結乾燥されること
もできる。
【００２８】
　合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の能力を維持する、その塩、その
異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又は混合物を含む海シラミコペポダイト付
着阻害性情報化学物質を含有する組成物を含む1又は複数の溶液は、本発明の別の態様で
ある。これらの溶液は、医薬として許容し得るビヒクル又は獣医学的に許容し得るビヒク
ルなどの許容し得るビヒクルと共に製剤されることができる。これらの溶液はまた、本明
細書記載の無毒の充填剤、又は本明細書記載のエンハンサー組成物も含むことができる。
【００２９】
　この溶液は、約0.1ppm～約10ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物
質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その異性体及び／もしくはその
構造類似体、及び／又は混合物の海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物を
含み、本発明の更に別の態様である。この溶液は、医薬として許容し得るビヒクル又は獣
医学的に許容し得るビヒクルなどの許容し得るビヒクルと共に製剤されることができる。
これらの溶液はまた、本明細書記載の無毒の充填剤、又は本明細書記載のエンハンサー組
成物も含むことができる。
【００３０】
　この溶液は、約0.6ppm～約6ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質
の能力を維持する、その塩、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又は混合
物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物を含み、本発明の更に別の
態様である。この溶液は、医薬として許容し得るビヒクル又は獣医学的に許容し得るビヒ
クルなどの許容し得るビヒクルと共に製剤されることができる。これらの溶液はまた、本
明細書記載の無毒の充填剤、又は本明細書記載のエンハンサー組成物も含むことができる
。
【００３１】
　この溶液は、スプレー、エアゾール、エマルション、懸濁液の形状、又は液滴の形状で
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あることができ、水中ディフューザー中又は徐放マトリクス内に配置されることができる
。これは、魚が住む水に添加されるか、又は魚飼料中に配置されることができる。これは
また、経口的に又は注射を介して魚へ投与されることもできる。
【００３２】
　魚から海シラミを剥脱する方法であって、合成されたパルミトレイン酸、それらの情報
化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体
及び／もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト
付着阻害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する情報化学物質組成物を、
魚へ投与することを含む該方法は、本発明の更に別の態様である。
【００３３】
　魚から海シラミを剥脱する方法であって、0.1ppm～10ppmの合成されたパルミトレイン
酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘
導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及びそれらの混合物を含む海シラミコ
ペポダイト付着阻害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する、情報化学物
質組成物を魚へ投与することを含む該方法は、本発明の更に別の態様である。
【００３４】
　魚から海シラミを剥脱する方法であって、0.6ppm～6ppmの合成されたパルミトレイン酸
、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導
体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及びそれらの混合物を含む海シラミコペ
ポダイト付着阻害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する、情報化学物質
組成物を魚へ投与することを含む該方法は、本発明の更に別の態様である。
【００３５】
　海シラミの魚への付着の阻害において使用するための、合成されたパルミトレイン酸、
それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体
、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及びそれらの混合物、並びに許容し得るビ
ヒクルを含有する、情報化学物質組成物は、本発明の別の態様である。
【００３６】
　海シラミの魚への付着の阻害において使用するための、約0.1ppm～約10ppmの合成され
たパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する
、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及びそれらの混合物
、並びに許容し得るビヒクルを含有する、情報化学物質組成物は、本発明の別の態様であ
る。
【００３７】
　海シラミの魚への付着の阻害において使用するための、約0.6ppm～約6ppmの合成された
パルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、
その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及びそれらの混合物、
並びに許容し得るビヒクルを含む、情報化学物質組成物は、本発明の別の態様である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
（図面の簡単な説明）
【図１】図1は、幼若サケ上の海シラミの写真である。
【図２】図2は、通常の嗅覚測定器(olfactometer)から適合された試験である、スマイリ
ー(Smiley)チャンバー試験の設定を示す概略図である。
【図３】図3は、本来のスマイリーチャンバー試験の写真である。
【図４】図4は、本実験で使用した嗅覚器(olfactory)の写真である。
【図５】図5は、嗅覚測定器の流出物を濾過した後に計数されたコペポダイトの写真であ
る。
【図６】図6は、外寄生試験の開始の写真である。スモルトは、合成されたパルミトレイ
ン酸を含有する情報化学物質製品又はプラセボのいずれかが3ppmで維持されているタンク
内に配置されている。
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【図７】図7は、魚に付着した可能性のあるコペポダイトを全て除去するために、金属製
スプーンにより魚をこすることによるコペポダイトの収集を示す写真である。
【図８】図8は、対照サケ及び対照タラ、対、処理サケの実施例6の結果を示す、ボックス
プロットグラフである。
【図９】図9は、実施例6の対照群のコペポダイトの数を示すグラフである。
【図１０】図10は、実施例6の被験サケ群のコペポダイトの数を示すグラフである。
【図１１】図11は、実施例6の対照タラ群のコペポダイトの数を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
（好ましい実施態様の説明）
　本明細書において使用される「魚」は、脊索動物門(Phylum Chordata)脊椎動物亜門(Su
b Phylum Vertebrate)及び上綱無顎魚(Superclasses Agnatha)、軟骨魚(Chrondrichthyes
)及び硬骨魚(Osteichthyes)、条鰭(Actinopterygii)綱：サケ目(Salmoniformes)又はスズ
キ目(Perciformes)又はナマズ目(Siluriformes)のあらゆるメンバーを含む。限定するも
のではないが例として、以下の魚種が、本発明により包含されるものとして言及され得る
：ナマズ、コイ、マス、サケ、シーバス、タイ、ホワイトフィッシュ、イワナ、カワヒメ
マス、及びパーチ。
【００４０】
　中でも本発明により包含されるナマズは、チャネルキャットフィッシュ、ブルーキャッ
トフィッシュ、フラットヘッドキャットフィッシュ、黄色ナマズなどを含む。コイは、コ
モンカープ、シルバーカープ、ソウギョなどを含む。マスは、グリーンバックカットスロ
ートマス(Green Back Cutthroat trout)、リオグランドカットスロートトラウト(Rio Gra
nd Cutthroat trout)、スネークリバーカットスロートトラウト(Snake River Cutthroat 
trout)、ブラウントラウト、カワマス、ハイブリッドカットボウトラウト(Hybrid Cut-Bo
w trout)、ニジマス、パルミノニジマスなどを含む。サケは、チヌーク(Chinook)、ギン
ザケ、ベニザケ(Sockeye)、チャム(Chum)、ピンクサーモン、タイセイヨウサケ、スチー
ルヘッドサケなどを含む。シーバスは、バンクシーバス、チリシーバス、ブラックシーバ
ス、ロックシーバス、スポッティッドシーバスなどを含む。タイは、クロダイ、ゴウシュ
ウマダイ及びマダイを含む。ホワイトフィッシュは、コモンホワイトフィッシュ、レイク
ホワイトフィッシュ、大西洋ホワイトフィッシュ、ラウンドホワイトフィッシュ、マウン
テンホワイトフィッシュ、インクヌー、ウグイスアマダイ(Ocean whitefish)、ベルーガ
スタルギオン(Beluga sturgeon)、カスピ海ホワイトフィッシュ、ホワイトスティーンブ
ラスなどを含む。イワナは、ドリーバーデンチャー、北極イワナ、ウイスコンシンアイボ
リーイワナなどを含む。カワヒメマスは、ヨーロッパカワヒメマス、北極カワヒメマスな
どを含む。パーチは、キノボリウオ、ヨーロピアンパーチ、バルハシパーチ、イエローパ
ーチ、ゴールデンパーチ、シルバーパーチ、スパングルパーチ(Spangled perch)、ホワイ
トパーチなどを含む。
【００４１】
　「魚のストレス」は、ストレス-関連ホルモンの放出又は特定の生理的反応を生じる、
何らかの物理的、化学的又は精神的不快を意味する。ストレスは、心拍数、血圧の増大、
血糖値の上昇、及びコルチゾールレベルの放出などの身体の反応を引き起こす。これは、
100ng/mlを超えるコルチゾールレベルの上昇を包含している。増強されたコルチゾールレ
ベルは、サケ科魚の魚における心筋リモデリングを生じることができる(Johansenらの文
献、The Journal of Experimental Biology (2011) 214,1313-1321)。魚には様々な種類
のストレスが存在し、これは拘束ストレス、取り扱いストレス、選別ストレス、等級化ス
トレス及び輸送ストレスを含む。ストレスは、魚における抵抗力の減少の一因であり、こ
れは疾患及び寄生生物感染の広がりに繋がり得る。これはまた、魚の摂食行動、成長及び
競争能力に対しても作用を有する(Gregoryらの文献、Physiological and Biochemical Zo
ology (1999) 72(3) 286-295)。
【００４２】
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　本明細書において規定される「水産養殖」とは、管理された条件下で魚を養殖する科学
、技術及びビジネスを意味する。
【００４３】
　「有効成分(active principle)」とは、合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化
学物質能を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、
及びそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質としてその治療
的特性を付与する分子を意味する。
【００４４】
　本明細書において使用される用語「海シラミ」は、レペオフセイルス属及びカリグス属
を含むウオジラミ目(Siphonostomatoida)ウオジラミ科(Caligidae)内のあらゆるカイアシ
類を包含している。例としては、レペオフセイルス・サルモニス、レペオフセイルス・ペ
クトラリス(Lepeophtheirus pectoralis)、レペオフセイルス・トンプソニ(Lepeophtheir
us thompsoni)、レペオフセイルス・ユーロパエシス(Lepeophtheirus europaensis)、カ
リグス・エロンガツス、カリグス・オリエンタリス(Caligus orientalis)、カリグス・テ
レス(Caligus teres)、カリグス・ロゲルクレッセイ(Caligus rogercresseyi)、カリグス
・パンクタツス(Caligus punctatus)、カリグス・エピデミカス(Caligus epidemicus)、
カリグス・クレメンシ(Caligus clemensi)などが挙げられる。海シラミは、様々な水中に
認められる。従って、例えば、レペオフセイルス・サルモニスは、北半球の比較的冷たい
水中でタイセイヨウサケに影響を及ぼす。これはまた、日本においてサケ科に感染する。
カリグス・オリエンタリスもまた、日本においてニジマスに認められる。カリグス・エロ
ンガツスは、英国の水中において最も一般的な種であり、カリグス・テレス及びカリグス
・ロゲルクレッセイは、チリにおいて、カリグス・エピデミカス、カリグス・パンクタツ
ス及びカリグス・オリエンタリスは、アジアにおいて、最も一般的な種であり、且つレペ
オフセイルス・ペクトラリスは、大西洋の北東部、バルト海及び白海において発生し、並
びにカリグス・エロンガツスは、南半球、特にオーストラリアにおいて発生する。
【００４５】
　本明細書において使用される「コペポダイト」とは、細長い体及びフォーク状の尾を有
する、カイアシ亜綱(Copepoda)の様々な非常に小さい甲殻類の全てを意味する。ほとんど
の甲殻類とは異なり、カイアシ類は、背中を覆う甲羅を欠いており、且つ複眼を持たない
。これらは、塩水及び淡水の両方において豊富であり、且つ多くの水生動物の重要な食料
源である。カイアシ類は、ミジンコを含む。
【００４６】
　本明細書において使用される用語「cop」は、「コペポダイト」の略号である。
【００４７】
　本明細書において使用される「情報化学物質」は、別の生物において行動的又は生理的
反応を誘起する、植物又は動物により放出される化学物質を意味する。情報化学物質が同
じ種の個体に影響を及ぼす場合、これはフェロモンと称される。情報化学物質が異なる種
の個体に影響を及ぼす場合、これはアレロケミカルと称される。
【００４８】
　「アロモン」は、別の種の生物において反応を誘導するために一つの生物により生成さ
れる情報化学物質を意味する。これは、放出者にとって好ましい反応を生じさせる。例え
ば、いくつかの植物は、昆虫を寄せ付けず、且つ昆虫に食されることを避けるアロモンを
生成する。
【００４９】
　本明細書において使用されるように、別の種の生物に恩恵又は影響を及ぼす、一つの種
の生物により放出される化学メッセンジャーは、「カイロモン」である。カイロモンの例
には、動物種を引き付けるか又は寄せ付けない花の香りがある。
【００５０】
　本明細書において使用される「パルミトレイン酸」は、cis-9-ヘキサデセン酸又はtran
s-9-ヘキサデセン酸を含み、且つ分子式C16H30O2を有する。パルミトレイン酸はまた、ゾ
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ーマリン酸、パルミトリノール酸、(9Z)-ヘキサデセン酸、(Z)-ヘキサデセ-9-エン酸、(9
Z)-ヘキサデセ-9-エン酸、cis-デルタ(9)-ヘキサデセン酸、16:1n-7又は16:1Δ9としても
知られている。
【００５１】
　「合成された」とは、パルミトレイン酸が、化学的又は酵素的に生成され、天然から単
離されないことを意味する。
【００５２】
　本明細書において使用される「誘導体」は、合成されたパルミトレイン酸、その誘導体
、その塩、その異性体及び／もしくはその構造類似体のエステル、アルコール、ケトン、
アミド、エーテル、アルデヒド及びステロール、並びに／又はそれらの混合物を含む。こ
れらの合成されたパルミトレイン酸誘導体は、本明細書記載の組成物中の1種以上の情報
化学物質と置き換えることができ、且つ同じ作用を有する。
【００５３】
　これらの脂肪酸の誘導体は、当該技術分野において公知の方法により合成されることが
できる。例えば、酸触媒により触媒された脂肪酸とアルコールの直接エステル化は、脂肪
酸エステルと水を生じる。脂肪酸アルデヒドは、水素化により脂肪族アルコールへ転換さ
れ得る。脂肪酸アミドは、無水条件下での脂肪酸と低級アルコールのエステルの、アンモ
ニア又はモノもしくはジアルキルメチルもしくはエチルアミンとの反応、並びにこの反応
からの低級アルコールの除去により、調製され得る。
【００５４】
　「異性体」は、構造異性及び立体異性を含む。構造異性体は、同じ構成原子を有するが
、互いに異なる様に配置されている、異性体である。構造異性体の例は、プロピルアルコ
ールとイソプロピルアルコールである。立体異性体は、分子内で同じ様式で連結されてい
るが、原子又は原子群の空間配置のみが互いに異なる、同じ原子を含む。立体異性体の例
は、グルコースとデキストロースである。パルミトレイン酸異性体の例は、11-cis-ヘキ
サデセン酸及び9-cis,12-cisヘキサデカン酸、及びtrans-9-ヘキサデセン酸である。
【００５５】
　「構造類似体」は、別のものに構造が類似しているが、特定の構成要素に関してこれと
は異なる、化学化合物の群を意味する。構造類似体は、1個以上の原子、官能基又は部分
構造が異なることができ、これらは別の原子、官能基又は部分構造により置き換えられる
。例には、2-メトキシ-5-ヘキサデセン酸、ω-フルオロパルミトレイン酸などのハロゲン
化パルミトレイン酸、ニトロ化パルミトレイン酸、塩素化パルミトレイン酸、ω-ヒドロ
キシデセン酸などがある。
【００５６】
　本明細書において使用される用語「混合物」は、合成されたパルミトレイン酸に加え、
魚への海シラミの付着を阻害する活性を維持している、その塩、その誘導体、その異性体
及び／もしくはその構造類似体を包含している。例えば、これらの混合物は、合成された
パルミトレイン酸及び合成されたパルミトレイン酸の異性体を含むことができるか、或い
はこれらは、合成されたパルミトレイン酸の構造類似体及び合成されたパルミトレイン酸
の誘導体を含むことができる。
【００５７】
　用語「溶液」は、溶解されることにより、又は懸濁液中のいずれかで、液体中に分散さ
れた固形物又は油状物を意味する。
【００５８】
　「許容し得るビヒクル」は、合成されたパルミトレイン酸、その塩、その異性体及び／
もしくはその構造類似体、並びに／又は混合物を含有する、海シラミコペポダイト付着阻
害性情報化学物質組成物の活性を妨害せず、且つそれが投与される魚にとって毒性でない
、医薬として許容し得るビヒクル又は獣医学のビヒクルのいずれかを意味する。
【００５９】
　「エンハンサー組成物」は、魚において種特異的であり、且つ本明細書記載の基本的情
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報化学物質組成物の魚における有効性を増大するために、本明細書記載の基本的情報化学
物質組成物を増強するかもしくはこれと相乗作用するために使用することができる、活性
組成物を意味する。
【００６０】
　「投与する」は、本明細書記載の合成されたパルミトレイン酸を含有する海シラミコペ
ポダイト付着阻害性情報化学物質組成物を、魚の水環境へ適用すること、或いは本明細書
記載の合成されたパルミトレイン酸を含有する海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学
物質組成物を摂取のために魚飼料に適用すること、又は本明細書記載の海シラミコペポダ
イト付着阻害性情報化学物質組成物を、魚の上もしくは中へ直接適用することを意味する
。従って、魚への経口、注射、局所性投与に加え、魚の環境中への該情報化学物質組成物
の配置は、本発明により意図されている。
【００６１】
　「環境」は、魚の周囲環境を意味する。
【００６２】
　「から本質的になる」は、海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物は、合
成されたパルミトレイン酸の有効成分を有するが、この有効成分の情報化学物質特性に影
響を及ぼさない他の化合物を含むことができることを意味する。
【００６３】
　本発明は、合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥
脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体
、及び／又は混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質、並びに許容し
得るビヒクルを含有する、情報化学物質組成物に関する。
【００６４】
　海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質を含有する本明細書記載の情報化学物質
組成物は、約0.1ppm～約10ppm又は約0.6ppm～約6ppm又は約1ppm～約5ppm又は約0.05ppm～
約20ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱
する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくは構造類似体、及び
／又はそれらの混合物、並びに許容し得るビヒクルを含む。
【００６５】
　別の態様において、情報化学物質組成物は、約0.1ppm～約10ppm又は約0.6ppm～約6ppm
又は約1ppm～約5ppm又は約0.05ppm～約20ppmの、それらの情報化学物質の海シラミを魚か
ら剥脱する能力を維持する、合成されたパルミトレイン酸の塩、合成されたパルミトレイ
ン酸の誘導体、合成されたパルミトレイン酸の異性体及び／又は合成されたパルミトレイ
ン酸の構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情
報化学物質、並びに無毒の充填剤又はエンハンサー組成物、並びに許容し得るビヒクルを
含有する。
【００６６】
　別の態様において、1又は複数の組成物は、約0.6ppm～約6ppmの、合成されたパルミト
レイン酸、又はそれらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その
塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物
を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有
する。
【００６７】
　許容し得るビヒクルは、医薬として許容し得るビヒクル又は獣医学的に許容し得るビヒ
クルである。これは、溶媒、分散媒、吸収遅延剤などを含む。これらの医薬として許容し
得るビヒクルは、「レミントン薬科学(Reminton’s Pharmaceutical Sciences)」、2005
年第21版に記載されている。許容し得るビヒクルは、例えば、グリコールエーテル又は生
理食塩水であることができる。許容し得るビヒクルは、情報化学物質組成物が製剤化され
る方法により変動するであろう。これは、製剤化時に、合成されたパルミトレイン酸、又
はそれらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導
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体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含有する海
シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物へ、添加することができる。
【００６８】
　本明細書記載の情報化学物質組成物の医薬として許容し得る塩は、合成されたパルミト
レイン酸の有機塩又は無機塩であるものを含む。これらは周知であり、且つ「米医師用医
薬品便覧」、「メルクインデックス」及び「グッドマンギルマンの治療薬の薬理学的基礎
(Goodman and Gilman’s The Pharmacological Basis of Therapeutics)」に記載されて
いる。医薬として許容し得る塩は、例えば、ナトリウム、カリウム、アンモニウム、カル
シウム及びマグネシウム、並びに塩酸、臭化水素酸、リン酸、硫酸などの無機酸により形
成された塩、又はシュウ酸、フマル酸、酒石酸、マロン酸、酢酸、クエン酸、安息香酸な
どの有機酸により形成された塩である。
【００６９】
　本明細書記載の海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物は、無毒の充填剤
又はエンハンサー組成物を更に含むことができる。無毒の充填剤は、脂肪酸、アルコール
、アミン、スクアレン、グリセロール及びそれらの混合物の群から選択され、エンハンサ
ー組成物は、アミン及びインドール系誘導体由来の脂肪酸、これらのアミンと脂肪酸のエ
ステル、ケトン、アセトン、アルコール又はステロールを含む。
【００７０】
　更に別の態様において、本明細書記載の海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質
組成物は、合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱
する能力を維持する、その塩、その異性体及び／もしくはその構造類似体のエステル、ア
ルコール、ケトン、アミド、エーテル、アルデヒド又はステロール誘導体、及び／又はそ
れらの混合物である。
【００７１】
　本明細書記載の海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物は、合成されたパ
ルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、そ
の塩、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物の生体活性
構造が保存されるならば、化学担体中に製剤されることができる。かかる担体分子は、ク
ラウンエーテルなどのクラウン化合物、リポソーム、ナノ粒子、微粒子及び担体タンパク
質を含む。
【００７２】
　任意の型のリポソームを、本明細書で開示した情報化学物質組成物を捕捉するために使
用することができる。ホスホグリセリド及びスフィンゴ脂質などの任意の天然又は合成の
リン脂質を使用し、リポソームを製作することができる。ホスファチジルコリン(PC)、ホ
スファチジルエタノールアミン(PE)及びホスファチジルセリンなどの天然のリン脂質を、
使用することができる。使用することができる合成リン脂質は、ジオレオイルホスファチ
ジルコリン、ジオレオイルホスファチジルエタノールアミン、ジステアロイルホスファチ
ジルコリン及びジステアロイルホスファチジルエタノールアミンを含む。コレステロール
は、適用に応じて、リポソームへ混入することができる。コレステロールは、コレステロ
ールのPCに対するモル比1:1から又は2:1さえまでも変動する濃度で混入することができる
。
【００７３】
　リポソームは、単層状小胞又は多層状小胞であることができる。リポソームはまた架橋
されることもできる。
【００７４】
　本発明のリポソームは、パッシブローディング技術又はアクティブローディング技術を
使用する、当該技術分野において公知の方法により製造することができる。機械的分散法
の例は、脂質フィルム水和法、マイクロエマルション法、超音波処理、フレンチプレス法
、メンブレン押出法、乾燥され再構成された小胞法、及び凍結解凍リポソーム法を含む。
溶媒分散法は、エタノール注入、エーテル注入、二重エマルション小胞、逆相蒸発小胞及
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び安定した多層小胞を含む。コール酸塩及びTriton X(登録商標)100などの界面活性剤の
使用、並びに透析、希釈又はカラムクロマトグラフィーによる界面活性剤の除去も、リポ
ソーム調製に使用することができる。
【００７５】
　ナノ粒子もまた、本明細書記載の情報化学物質組成物の送達に使用することができる。
これらの粒子は、100nm未満又はこれと等しいサイズを有する。これらは、天然の物質又
は誘導体、デンドリマー、フラーレン、ポリマー、シリカ、アルブミン、金、ヒドロゲル
及び当該技術分野において公知の他の物質から製作されることができる。ナノ粒子を製作
するための天然の物質の例は、キトサン、デキストラン、ゼラチン、アルギネート、及び
デンプンを含む。本発明のナノ粒子において使用することができる様々なポリマーは、ポ
リ乳酸、ポリ(シアノ)アクリレート、ポリエチレンアミン、ブロック共重合体、ポリカプ
ロラクトン及びポリ(乳酸-グリコール酸)共重合体(PLGA)を含む。
【００７６】
　ナノ粒子は、デキストランコーティング、腸溶性コーティング、ポリマーコーティング
、金コーティング、ポリエチレングリコール(PEG)コーティング及び炭水化物コーティン
グなど、様々な物質によりコーティングされることができる。
【００７７】
　ナノ粒子は、摩滅、熱分解、熱プラズマ法の使用、気相技術、マルチエマルション－溶
媒蒸発法、ガスフローフォーカシング法、エレクトロスプレー、ナノ流体沈殿法、エマル
ション拡散-蒸発法、改変された位相反転／溶媒拡散法、又はゾル－ゲル法などの、様々
な方法を用いて製造することができる。これらの方法は、文献において説明されており、
且つ当業者に公知である。
【００７８】
　微粒子は、0.1～100μMのサイズを有する粒子である。これらは、ナノ粒子の物質に類
似した物質を用い、天然又は合成のポリマーで製作することができる。従って、セルロー
ス、デンプン、リゾホスファチジルコリン、ポリ(乳酸)、ホスホリルコリン、ポリ(DL-ラ
クチド-コ-グリコリド)、アルギネート-スペルミン、ポリアミノ酸、ポリホスファゼン、
アルブミン、デキストラン、オイドラギット(Eudragit)S 100、オイドラギットL 100、ゼ
ラチン及び3-(トリエトキシシリル)プロピル-末端ポリジメチルシロキサンは、微粒子を
製造するために使用される物質の一部である。本発明の微粒子はまた、他の物質とグラフ
ト化することができる。例として、ポリメチルメタクリレート又はポリアクリレートでグ
ラフト化されたデンプン微粒子、又はシリコーン-グラフト化されたデンプン微粒子であ
る。
【００７９】
　微粒子はまた、ナノ粒子に関して先に説明したものと同じコーティングを用いて、コー
ティングされることもできる；すなわち、デキストランコーティング、腸溶性コーティン
グ、ポリマーコーティング、金コーティング、オイドラギットS 100コーティング、PEGコ
ーティング及び炭水化物コーティングである。
【００８０】
　微粒子の製剤において、噴霧乾燥、エマルション／蒸発、ダブルエマルション／蒸発、
塩析、溶媒交換／沈殿、寒冷調製、及び油中油型エマルション／溶媒蒸発などの、いくつ
かの方法を、使用することができる。これら及び他の方法は、文献において説明されてお
り(例えば、Kendallらの文献、Eur. J. Pharm, Sci 37, 284-290 (2009)を参照されたい)
、且つ当該技術分野において公知である。
【００８１】
　本明細書記載の情報化学物質組成物はまた、粉末、錠剤、ペレット、カプセル、顆粒、
粒状体、ドライフレークの形状又は用途に適した他の形状であることもできる。これはま
た、ミセル中に配置された又はマイクロカプセル化された、持続放出製剤の形状であるこ
ともできる。情報化学物質組成物はまた、凍結乾燥されることもできる。
【００８２】
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　一実施態様において、本明細書記載の情報化学物質組成物は、オイドラギット、エチル
セルロース、微晶質セルロース、タルク及びステアリン酸マグネシウムなどの当該技術分
野において公知のポリマーの化学製剤を使用し、無毒の水分散可能な錠剤中に製剤される
。これらのポリマーは、情報化学物質組成物と混合され、次に打錠機を使用し、圧縮され
る。錠剤のサイズは、処理される面積のサイズ及び魚の数に応じて、変動してよい。
【００８３】
　前記製剤に添加することができる追加の担体は、グルコース、ラクトース、マンノース
、アカシアゴム、ゼラチン、マンニトール、デンプンペースト、三ケイ酸マグネシウム、
タルク、トウモロコシデンプン、ケラチン、コロイド状シリカ、ジャガイモデンプン、尿
素、短鎖脂肪酸、中鎖トリグリセリド、デキストラン、オリゴフルクタン、及び固形、半
固形、又は液体の形状の調製品の製造における使用に適している他の担体を含む。加えて
、例えば、トリウロースなどの安定化剤及び乾燥剤として、補助の安定化剤、増粘剤又は
着色剤を使用することができる。
【００８４】
　本明細書記載の情報化学物質組成物は、以下に示すように様々な溶液中に希釈されるこ
とができ、且つ様々な液体形状で使用することができる。
【００８５】
　合成されたパルミトレイン酸、又はそれらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する
能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び
／又はそれらの混合物を含有する海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物を
含む溶液は、本発明の更に別の態様である。
【００８６】
　別の態様において、合成されたパルミトレイン酸、又はそれらの情報化学物質の海シラ
ミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはそ
の構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含有する海シラミコペポダイト付着阻害性情
報化学物質組成物、並びに無毒の充填剤又はエンハンサー組成物を含む溶液は、本発明の
一部を形成している。
【００８７】
　この溶液は、約0.1ppm～約10ppm又は約0.6ppm～約6ppm又は約1ppm～約5ppm又は約0.05p
pm～約20ppmの合成されたパルミトレイン酸、又はそれらの情報化学物質の海シラミを魚
から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造
類似体、及び／又はそれらの混合物を含有することができる。無毒の充填剤又はエンハン
サー組成物は、この溶液に添加することができる。
【００８８】
　別の態様において、海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質を含有する溶液は、
約0.6ppm～約6ppmの合成されたパルミトレイン酸、又はそれらの情報化学物質の海シラミ
を魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその
構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含有する。
【００８９】
　この溶液は、溶媒を、合成されたパルミトレイン酸、又はそれらの情報化学物質の能力
を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又
はそれらの混合物へ添加することにより、製作され得る。溶媒の例は、アルカリ溶液、エ
チルアルコール、エタノール、酢酸エチル、ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシ
ド、生理食塩水などを含む。
【００９０】
　この溶液は、スプレー、エアゾール、水中ディフューザー、徐放マトリクスの形状中で
あることができ、注射可能であり且つ液滴の形状であることができる。これは、薬浴とし
ての水へ添加されるか、又は魚飼料中に配置されるか、又は魚へ適用もしくは魚へ注射さ
れることができる。従って、経口、局所的及び注射可能な処理は、本発明により包含され
る。本明細書記載の情報化学物質組成物の魚の環境への配置もまた、本発明により包含さ
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れる。
【００９１】
　チーズ、トウモロコシ穀粒、塩エビ、ザリガニなどの魚誘引物質を、本明細書記載の組
成物又は溶液へ添加することができる。
【００９２】
　海シラミを魚から剥脱する方法は、合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物
質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／
もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻
害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する、情報化学物質組成物又は情報
化学物質溶液を、魚へ投与することを含み、該方法は、本発明の更に別の態様である。
【００９３】
　海シラミを魚から剥脱する方法は、合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物
質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／
もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻
害性情報化学物質、並びに無毒の充填剤又はエンハンサー組成物及び許容し得るビヒクル
を含有する、情報化学物質組成物又は情報化学物質溶液を、魚へ投与することを含み、該
方法は、本発明の更に別の態様である。
【００９４】
　海シラミを魚から剥脱する方法は、約0.1ppm～約10ppm又は約0.6ppm～約6ppm又は約1pp
m～約5ppm又は約0.05ppm～約20ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物
質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／
もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻
害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する情報化学物質組成物又は情報化
学物質溶液を、魚へ投与することを含み、該方法は、本発明の更に別の態様である。無毒
の充填剤又はエンハンサー組成物もまた、この組成物へ添加することができる。
【００９５】
　この方法において、情報化学物質組成物又は情報化学物質溶液は、45分間～2時間又は1
0分間～5時間又は20分間～3時間の期間投与される。この時間は、どのように本明細書記
載の情報化学物質組成物又は本明細書記載の情報化学物質溶液が製剤されたかにより、左
右される。
【００９６】
　海シラミの魚への付着を阻害するために使用する本明細書記載の情報化学物質組成物又
は本明細書記載の情報化学物質溶液は、本発明の別の態様である。
【００９７】
　海シラミの魚への付着を阻害するために使用するこの情報化学物質組成物又は情報化学
物質溶液は、約0.1ppm～約10ppm又は約0.6ppm～約6ppm又は約1ppm～約5ppm又は約0.05ppm
～約20ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥
脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体
、及び／又はそれらの混合物を含有する。
【００９８】
　本明細書記載の情報化学物質組成物及び溶液は、脂肪酸を含む。脂肪酸は、固体形状で
様々な企業から商業的に入手可能である。これらはまた、当該技術分野において公知の方
法により、化学的又は酵素的に合成することもできる。しかし、脂肪酸を可溶化すること
は困難であるので、脂肪酸は一般に、一定に攪拌しながら、且つ約37℃～約38℃、より好
ましくは約38℃の温度で、溶媒へ添加される。
【００９９】
　本発明の組成物は、一旦入手されると、海シラミを阻害する効力について試験すること
ができる。
【０１００】
　本発明は、ここで、以下の実施例の説明により例証されるが、これらは当然、事実上限
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定するものではない。更に、本発明の特徴は、以下の知見から明らかになるが、これらは
当然、例証としてのみ提供され、本発明の範囲をいかなる意味においても限定するもので
はない。
【実施例】
【０１０１】
（実施例）
（実施例1-推定情報化学物質の化学的同定）
　60匹のサケ科魚の魚(サケ36匹及びニジマス24匹)を、トポグラフィーによる粘液分析及
び血液分析の両方のために採取した。サケ12匹の相補的集団を、全身の粘液の採取のため
に使用する一方で、タラ(Gadidae)科に属する非サケ科の魚12匹も、同じ目的のために採
取した。タラ科の集団は、下記の属及び種により構成される：
　－タイセイヨウタラ(ガドゥス・モルファ(Gadus morhua))：5匹の魚
　－ポラキウス・ビレンス(Pollachius virens)：10匹の魚
　－ポラキウス・ポラキウス(Pollachius pollachius)：2匹の魚
　－メラノグラムス・アエグレフィナス(Melanogrammus aeglefinus)：1匹の魚。
【０１０２】
　血液試料及び血液塗沫を含むこれらの試料全てを、化学的に分析した。これらの血液試
料を、タンパク質、コルチゾール血漿レベル及び揮発性化合物について分析する一方で、
血液塗沫を、偽好酸球(heterophile)対リンパ球比(HLR)及び白血球細胞について分析した
。粘液試料の半分は、免疫学的評価及びタンパク質同定のために、-18℃で保存する一方
で、残りの半分は、揮発性化合物の同定に使用した。
【０１０３】
　血液塗沫は、白血球の計数のために、メイ-グルンワルド-ギムザ法に従い染色し、及び
偽好酸球対リンパ球比(HLR)の算出を行った。基本的に、この方法は、メタノール中の血
液塗沫の15分間の固定、メイ-グルンワルドによる5分間の染色、ギムザによる10分間の染
色、pH6.8の緩衝液中のすすぎ、アセトン中の2回の脱水、キシレン中の3回の清澄化、並
びに合計60個の細胞までの白血球、偽好酸球及びリンパ球の計数を伴った。
【０１０４】
　これらの血液試料は、Enzo(登録商標)Life Sciencesからの、ELISA試験を使用し、コル
チゾール血漿レベルの評価について試験した。
【０１０５】
　揮発性化合物は、ジクロロメタンなどの、選択的水溶性又は脂溶性の異なる溶媒を使用
し、最初に抽出した。かかる抽出物は、GC-GC/MS法を用いて分析した。クロマトグラム及
びそれらの改変で更に分析した。
【０１０６】
　現時点までに、考慮されてきた唯一の指標は、コルチゾールの血漿濃度であった。測定
された値は、文献において公表された値と同等であった。にもかかわらず、いくつかの異
常値が、特にサケから、得られた。
【０１０７】
　サケにおいて、寄生生物を有さない魚と比較して、海シラミを保有する魚との間に有意
差は存在しなかった。これら2群は、およそ100,000pg/mlと高濃度の血漿コルチゾールを
示すが、これら2群の試料は、試料採取直前に解体された(slaughtered)魚から得られた。
対照的に、ニジマスにおいては、外寄生していない魚(61,408.75pg/ml)と比べ、外寄生さ
れた魚はより高い血漿コルチゾール濃度(78,490.55pg/ml)を有している。
【０１０８】
　サケにおいて差が存在しないことは、血液採取前の魚を解体することに関連しているか
もしれない。
【０１０９】
　血液試料及び粘液試料を、ジクロロメタンにより抽出し、且つPerkin Elmer社により製
造されたTurbo質量分析計を使用するガスクロマトグラフィー/質量分析(GC/MS)に供した
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。検出は、180℃でエネルギー70eV(EI+)を使用する衝突で実施した。長さ30m(内径＝0.25
mm；膜厚(film)25μm、1/20のスプリット及び45秒のスプリット／スプリットレス)を有す
るJWカラムDB 5型を、使用した。
【０１１０】
　GC/MS分析から得られた特定の分子の構造を確認するために、メタン中の正化学イオン
化(CI+)を行い、分子ピーク(分子量)を可視化した。この方法は、当該技術分野において
周知である。
【０１１１】
　これらの結果を、データベースを用いて分析し、最も可能性のあるスペクトルを得た。
これらのデータを含むデータベースは、当該技術分野において周知である。
【０１１２】
　5種の可能性のある興味深い情報化学物質が、同定された。これらの情報化学物質を、
以下に示す。
　（ポラキウス由来の推定アロモン(PASA：ポラキウス抗海シラミアロモン)）
　この分泌は、スケトウダラ(ポラキウス・ビレンス)から得られた。これは、揮発性化合
物の会合であり、これはサケ科魚には存在しない。この分泌は興味深く思われ、その理由
は、これらの魚の集団は、サケ科魚が保存される木箱の周りに豊富に存在すると思われる
からである。更に、これらの野生魚(それらのほとんどは、捕獲後にサケ用ペレットの吐
出を示した)により失われるサケ飼料の消費、並びに飼料中及びサケ科魚の皮膚粘液中に
既に存在する揮発性化合物がこれらの野生魚の皮膚粘液中に存在しているにもかかわらず
、これらの魚は、海シラミにより攻撃されなかった。
【０１１３】
　（健康なサケ科魚由来の推定アロモン(HRSA1及び2：健康な抵抗性サケ科魚アロモン1及
び2)）
　外寄生されていないサケ及びニジマスの皮膚粘液中に、有効な免疫系により、コペポダ
イトが魚でコロニー化するのを避けることを補助し得る揮発性化合物の会合が、認められ
た。更に、生存している外寄生されないサケ又はマスの分析に対するこの化合物の会合を
、外寄生された魚と比較することにおいて、この化合物の会合を、2つの亜群HRSA1とHRSA
2に更に分割することが可能であった。
【０１１４】
　（外寄生されたサケ科魚由来の推定カイロモン(VSSK：易攻撃性のサケ科魚海シラミカ
イロモン)）
　外寄生されたサケ及びニジマスの皮膚粘液において、不全化され且つ寄生生物に対し易
攻撃性の免疫系を持つ魚をコペポダイトが選択することを補助し得る揮発性化合物の会合
が、認められた。この分泌は、海シラミを保持する魚において増加する別の化学物質パタ
ーンから識別されるべきである。
【０１１５】
　（推定海シラミ誘引フェロモン(LHSP：レペオフセイルス宿主シグナル伝達フェロモン)
）
　この分泌は、宿主でのシラミの成長を達成した後に、シラミにより放出され得るか、又
は海シラミにより誘導された、魚からの分泌であり得る。
【０１１６】
　以後のスクリーニング試験全てに関して、これらの溶液は、ブラインドとされ、且つ推
定アロモンについてはA、B、D、E、Fと、及び推定カイロモンについてはM、N、P、Q、R、
Sとされた。これらの溶液は、下記実施例において説明される。
【０１１７】
（実施例2－推定情報化学物質のスクリーニング）
　スマイリーチャンバー試験(図2及び図3)を、推定情報化学物質の作用の評価に使用した
。これは、通常の嗅覚測定器から改作された試験である。
【０１１８】
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　各新規情報化学物質について、4個の600mlビーカー及び4本の長さ2mのチューブのセッ
トに分けた。スマイリーチャンバー及びコペポダイト(cop)シリンダーを、暖かい新鮮な
流水を用い30秒間洗浄し、温かい新鮮な水を流しながら界面活性剤で30秒間洗浄し、更に
30秒間温かい新鮮な水を流し、チャンバーを空にし、且つチューブホルダー及びシリコー
ンに集中してチャンバー内に2-プロパノールを噴霧し、再度温かい新鮮な水を30秒間流し
、水ディスペンサーから冷水を流し、且つ最後に海水を添加した。必要ならば、この洗浄
プロトコールを、数回繰り返した。
【０１１９】
　その後3個のビーカーに、海水300～500mlを充填した。残りのビーカーには、6ppmの情
報化学物質を充填した。スマイリーチャンバーには、海水300ml、又はチューブを覆うの
に丁度十分な量を充填した。ポンプスピードは、20RPM(1分間に5.49ml)に設定した。これ
らのチューブは、チャンバーの対照側と試験側及びビーカー内で等しくなるように設定し
た。
【０１２０】
　本実験を開始するために、コペポダイトシリンダーを、2個の出口チューブの中間に配
置し、且つ手を使ってシリンダーに圧力をかけながら、コペポダイトを、シリンダーへと
注いだ。コペポダイトが、確実にシリンダーから逃げられないことを、チェックした。発
泡スチレン壁を、スマイリーチャンバーの周りに配置し、このチャンバーの上に配置した
2個の照明をつけた。次にポンプのスイッチを入れ、且つタイマーを始動した。30％パル
ミトレイン酸、20％アルデヒドC13トリデカナール及び50％オレイルアルコールを含有す
る物質A、並びに50％パルミトレイン酸及び50％スクアレンを含有する物質Bの、チャンバ
ーへの流入を38秒後に開始した。3分30秒後に、コペポダイトの入ったシリンダーを、ま
っすぐにゆっくりした動きで持ち上げ、カメラを蓋に配置した。写真を、T0、T3分、T6分
、T9分及びT10分に撮影した。10分後に、ポンプを止め、実験を終了した。カメラ、蓋及
び発泡スチレン壁を取り除き、対照側と試験側の間の活動の差異の目視による印象を観察
し、更にコペポダイトを目視によりおおまかに計数した。このデータを、反応したコペポ
ダイトが一方向に移動したかどうかを見るために、分析した。
【０１２１】
　着色剤による本試験の観察は、6分後に片側から他側への還流が存在し、これはこれら2
つの流れの混合に繋がることを示した。その理由に関して、評価の本質的パラメータは、
T6分の写真であった。
【０１２２】
　本プロトコールに従い、推定アロモンを、馴化水と競合して、試験した。この馴化水は
、サケ粘液を混合した海水からなった。魚を傷つけること、又は試料を何らかの血液で汚
染することを避けるために、粘液を、500gのサケを使い捨てプラスチックバッグ内に15秒
間配置することにより得た。粘液は、プラスチックバッグの壁に付着し、且つ次にこの粘
液を、海水600mlと混合した。この馴化水は、本試験に使用する前に、+4℃で貯蔵した。
【０１２３】
　3種の推定カイロモンである、30％パルミトレイン酸、30％オレイン酸及び40％スクア
レンを含有するE；30％パルミトレイン酸、30％オレイン酸及び40％パルミチン酸を含有
するQ；並びに、30％ラウリン酸、30％パルミチン酸及び40％オレイン酸を含有するR；並
びに、2種の推定アロモンである、30％パルミトレイン酸、20％アルデヒドC13トリデカナ
ール及び50％オレイルアルコールを含有するA、並びに50％パルミトレイン酸及び50％ス
クアレンを含有するBを試験した。馴化水による試験を使用し、試験に必要な適切な濃度
を確定した。
【０１２４】
　3種の試験したカイロモン中で、30％パルミトレイン酸、30％オレイン酸及び40％スク
アレンを含有するEが、最も有効な化合物であり、これはまさに目視可能な誘引作用を示
し、且つコペポダイトにおいて明確な振動(agitation)を誘導した。参照誘引物質である
イソホロンを対照として使用したことを考慮すると、30％パルミトレイン酸、30％オレイ
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ン酸及び40％スクアレンを含有するE溶液は、まさに同等の有効性を示した。30％パルミ
トレイン酸、30％オレイン酸及び40％パルミチン酸を含有するQは、用途は広いが、同等
の作用ではなかった。
【０１２５】
　30％パルミトレイン酸、30％オレイン酸及び40％スクアレンを含有するEは、易攻撃性
のサケから得られた推定カイロモンであるが、これは興味深いカイロモンであるように思
われ、その有効性は、更なる試験時に確認されなければならない。
【０１２６】
　前述のように、コードEは、推定カイロモン群VCCMIS(外寄生されたサケ科魚の皮膚粘液
由来の揮発性化合物)に対応していた。
【０１２７】
　アロモンである、30％パルミトレイン酸、20％アルデヒドC13トリデカナール及び50％
オレイルアルコールを含有するA並びに50％パルミトレイン酸及び50％スクアレンを含有
するBは、外寄生されたケージ内で生存している外寄生されないサケ及びマスの分泌液に
おいて同定され、馴化水と競って試験した。Bは、4回の反復実験において、いかなる目視
可能な作用も示さなかった。対照的に、先に説明したように、Aは、若干の興味深い作用
を示した。10回の2つ組実験を行い、そのうちの5回のみが有用なデータをもたらした。A
は、馴化水の誘引作用を阻害するように見えた。先に説明したように、Aは、推定アロモ
ンHRSR(健康な抵抗性サケ科魚放出)群に属した。
【０１２８】
（実施例3－直線状嗅覚測定器によるスクリーニング）
　この試験の目的は、コペポダイトの計数においてより優れた精度を伴う、より正確な結
果を得ることであった。コペポダイトは制限された移動性を有するように見えるので、嗅
覚測定器は、3つのコンパートメントに分割された小型装置を用い、単純化した(図4)。こ
のシステムは、情報化学物質を運搬する流れの対称性について最初に検証した(一つの流
れは、溶媒としてエチルアルコールを使用する参照を伴い、及び一つの流れは、被験混合
物を伴った)。このプロトコールの別の改善点は、嗅覚測定器に導入されたコペポダイト
の数及び各コンパートメントで計数されたコペポダイトの数が、正確に計数されることが
確かである計数方法の開発であった。
【０１２９】
　コペポダイトを計数するために、最初に、飼育タンクからコペポダイトを採取して、ド
ロップへ分割し、ELISA型プラスチックプレートのウェル内に配置した。実体顕微鏡を使
用し、コペポダイトを計数し、これによりコペポダイトの正確な数を把握し、これを嗅覚
測定器へ注入した。直線状嗅覚測定器は、3つの内部コンパートメント、すなわち、右及
び左のブランチ、並びに中央領域に加え、コペポダイトをペトリ皿に収集し、濾過して、
コペポダイトを計数する外部流出領域に分かれていた。
【０１３０】
　30匹のコペポダイト幼生を、嗅覚測定器のメインブランチに導入し、そこでこれらを、
定常流(0.84ml/秒)に、温度8℃～12℃で遭遇させた。この流れは、各々250mlのボトルか
ら流れる、2つの部分流に分けられた。一つの部分流からは、コペポダイトは、被験製品
の溶媒(エチルアルコール)のみを受け取り、他方の部分流からは、コペポダイトは推定情
報化学物質の混合物を10ppmの濃度で受け取った。本試験は、10分間試行した。その後、
流れを停止し、手術用クランプを嗅覚測定器へのチューブにはめ、4領域に含まれた水を
遮断した。この水を実体顕微鏡により検査し、コペポダイトを計数した(図5)。
【０１３１】
　3種の推定アロモン混合物(A、B、D)及び4種の推定カイロモン(E、Q、R、S)を試験した
。アロモン混合物は、下記の組成物を含んだ：
　A：30％パルミトレイン酸、20％アルデヒドC13トリデカナール及び50％オレイルアルコ
ールを含む。
　B：50％パルミトレイン酸及び50％スクアレンを含む。
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　D：60％オレイルアルコール及び40％スクアレンを含む。
【０１３２】
　カイロモン混合物は、下記の組成物を含んだ：
　E：30％パルミトレイン酸、30％オレイン酸及び40％スクアレンを含む。
　Q：30％パルミトレイン酸、30％オレイン酸及び40％パルミチン酸を含む。
　R：30％ラウリン酸、30％パルミチン酸及び40％オレイン酸を含む。
　S：40％ラウリン酸、40％ミリスチン酸及び20％オレイン酸を含む。
【０１３３】
　結果は、下記表1～6に示している。統計解析は、ウィルコクソン符合付き順位和検定に
より計算した。
【０１３４】
表1－アロモンA
【表１】

【０１３５】
　このデータは、番号6由来のデータを除き再計算し、下記表2に示している：
【０１３６】
表2－#6以外のアロモンA
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【表２】

【０１３７】
　以下のグラフは、平均のコペポダイト数は、アロモンAに関して、処理ブランチにおい
てよりも、プラセボブランチにおいて、有意に高いことを示している。
【０１３８】
【化１】

【０１３９】
表3－カイロモンE
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【表３】

【０１４０】
表4－カイロモンQ

【表４】

【０１４１】
表5－カイロモンR
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【表５】

【０１４２】
表6－カイロモンS
【表６】

【０１４３】
　本試験において使用した全ての混合物の間で、真に興味深い結果を提供した唯一のもの
は、Aであった。この溶液は、推定アロモン混合物とみなすことができる。対照的に、Eに
よる試験は、いくつかの矛盾する結果につながり、この製品は、有意な誘引作用を生じな
かった。先の試験との矛盾は、スマイリーチャンバーシステムにおける正確さの欠如の結
果であるかもしれない。
【０１４４】
（実施例4：外寄生試験における推定情報化学物質の評価）
　先の試験の結果を考慮し、実施例1から3において示した先の試験時に、積極的に選択さ
れるか又は試験されなかった、推定情報化学物質A、B、E、F及びPに焦点を当てた。これ
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らの結果を基に、コペポダイトの剥脱に繋がる特異的シグナルの同定は、識別されるべく
試行されるであろう。
【０１４５】
　以下は、情報化学物質A、B、E、F及びPにおいて示した化合物である：
　A：30％パルミトレイン酸、20％アルデヒドC13トリデカナール及び50％オレイルアルコ
ールを含む。
　B：50％パルミトレイン酸及び50％スクアレンを含む。
　E：30％パルミトレイン酸、30％オレイン酸及び40％スクアレンを含む。
　F：50％スクアレン、30％アルデヒドC13トリデカナール及び30％オレイン酸を含む。
　P：17％ミリスチン酸、17％パルミチン酸、56％パルミトレイン酸及び10％オレイン酸
を含む。
【０１４６】
　この試験は、若いサケ(体重ほぼ70gのスモルト)を、流出により、4個の直径23cmのタン
クからなる試験装置内で、コペポダイトの高密度群に45分間曝した。本試験装置は、魚の
周りに影又は制御されない光をもたらさないテントにより保護した。光は、向光性を持つ
コペポダイトの行動を変更し得る。各タンクは、45分間、スモルトを収容した(図6)。
【０１４７】
　コペポダイトを、最初にそれらの飼育タンクの魚から採取し、実体顕微鏡で計数した。
各60匹のコペポダイトを含む、コペポダイトの4つの外寄生用量を、本試験の各試行のた
めに調製した。スモルトを、処理液(又はプラセボ)を含有するタンクに配置し、その活性
物質の濃度は6ppmであった。この薬浴は、10分間維持した。
【０１４８】
　次にスモルトを、先の薬浴で使用した同じ処理(製品又はプラセボ)の3ppmで維持したタ
ンク内に配置し、試験を開始した。このプロセスの目的は、スモルトの皮膚上の活性製品
の濃度の劇的な減少を防止することであった。
【０１４９】
　最初の10分間に、流出を開放し、テントを閉鎖した。その時点で、各タンクを、酸素添
加した液体の最初の容積に達するまで、補充した(同じ溶液、製品又はプラセボで補充し
た)。次に流出を5分間閉鎖し、外寄生用量を、タンクに導入した。次に流出を開放し、且
つ10分毎に補充しながら、30分間開放したままにした(テントは開放せず)。
【０１５０】
　コペポダイトへの45分曝露後、スモルトを、麻酔薬Benzoak(登録商標)を、通常の投与
量30～40mg/lの10倍の濃度である中毒量で投与することにより安楽死させた。
【０１５１】
　死亡した魚をプラスチックバッグ内に配置し、その中で魚をこすり且つ海水によりすす
いだ。図7に示したように、魚の皮膚を金属製スプーンでこすり、その上に付着した可能
性のあるコペポダイトを全て除去した。
【０１５２】
　各魚を洗浄し、こうして魚の皮膚から、コペポダイト及びシェル(shell)の全てを剥脱
した。この洗浄から収集した液体を、濾過し、寄生生物を計数した。コペポダイトは、フ
ィルター上で計数し、魚の体の外側上のコペポダイトの数を得た。次に鰓を切開し、鰓上
のコペポダイトの数を計数した。
【０１５３】
　この試験の第一相は、本試験のレプリカ間で、体上及び鰓上のコペポダイトの数を比較
した。この相の目的は、本試験を検証し、且つその標準偏差を測定することであった。
【０１５４】
　この試験の第二相は、5種の溶液について、処理したスモルトと、エチルアルコールを
加えた海水中に浴しただけの対照としての参照スモルトの間で、体上及び鰓上のコペポダ
イトの数(下記表においてCopと略した)を比較した。結果を下記表に示している。
【０１５５】
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【表７】

【０１５６】
表8－情報化学物質A
【表８】

【０１５７】
表9－情報化学物質B
【表９】

【０１５８】
表10－情報化学物質E
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【表１０】

【０１５９】
表11－情報化学物質F

【表１１】

【０１６０】
表12－情報化学物質P
【表１２】

【０１６１】
　この試験の再現性は、魚体上のコペポダイトの数はなぜか一定のようで、非常に興味深
いように思われた。文献(Tullyらの文献、2002)によると、この種の外寄生は低く、且つ
この試験における非常に高濃度のコペポダイトにきっと関連しているであろう。
【０１６２】
　これらのデータは、試験した溶液のいずれについてもいかなる有意な作用も提供しない
。先に説明したように、Aで得られた結果に注目すると、この溶液は、先行する試験と比
べて、この試験において同じ作用を示さないように見える。先に説明したように、Aは、
スモルト上のコペポダイトの付着を阻害することは可能ではない。有意性を欠くにもかか
わらず、先に説明したようにAで処理したスモルトにおける体のコペポダイトの数は、参
照又は他の推定アロモンと比べ、若干低いように見える。興味深いことに、それらの推定
混合物は全て、1種の共通化合物であるパルミトレイン酸を含む。
【０１６３】
（実施例5－パルミトレイン酸による実施例4の繰り返し）
　実施例4と同じ試験を、パルミトレイン酸を用いて繰り返した。結果は、下記表13に示
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【０１６４】
表13－パルミトレイン酸
【表１３】

【０１６５】
　パルミトレイン酸は、外寄生の顕著な減少をもたらした。
　この試験は、Bronらの文献(1993)及びTullyらの文献(2002)のデータと比べ、このよう
な実験的外寄生により露呈した「体寄生」の可能性の疑問を呈した。コペポダイトは、突
然の加速(accelerations)により影響を受けた移動している体に付着する傾向がある(Heuc
h及びKarlsenの文献、1997)。この実験において、コペポダイトの高密度集団は、魚の周
りに継続して存在した。このことは、有効なアロモンの存在下であっても、コペポダイト
の付着-剥脱の複数回の連続に繋がることは、当然疑わしい。従って、本試験の終了時に
は、常に体上に近時に付着したいくつかのコペポダイトが存在し、これらは死んだ魚上で
採集した場合に、剥脱する時間が無かった。このような仮定は、偽陰性の結果のリスクに
対し、可能性のあるアロモン性製品を検証する何らかの試みを露呈させる。
【０１６６】
（実施例6－アロモンパルミトレイン酸の検証）
　コペポダイトは死んだ魚上で採集される前に剥脱する時間が無かったという仮説を確認
する最良の方法は、3つのブランチプロトコール、すなわち、先のプロトコールと同じ2つ
のブランチ(参照ブランチ及び処理ブランチ)に加え、その種がレペオフセイルスに対する
天然の宿主ではない魚を使用する、陰性参照を含む新たなブランチにおいて同じ試験を試
行することであった。
【０１６７】
　この実験において、合成されたパルミトレイン酸は、3つの魚群、すなわち、(1)陽性参
照：処理しないスモルト；(2)陰性参照：サイズが同等の幼若タラ(タイセイヨウタラ(ガ
ドゥス・モルファ)；並びに、(3)処理群：パルミトレイン酸を受け取るスモルトであるこ
と以外は、ほぼ同じプロトコールに従い、試験した。
【０１６８】
　実施例4に説明したものと同じ実験を行った。結果は、下記表14及び15に示している。
【０１６９】
表14
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【表１４】

【０１７０】
表15
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【表１５】

【０１７１】
　ボックスプロットの結果を、図8に示している。これらの結果の統計解析を行い、図9か
ら11に示した。2群以上について計算された変数の分散の等質性を評価するための推測統
計である、ルビーン検定を行った。結果は、下記表16に示している。
【０１７２】
表16
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【表１６】

【０１７３】
　分布は、これら3群について正規であった。
　テューキーのHSD検定を行った。結果を下記表17に示す。
【０１７４】
表17

【表１７】

【０１７５】
　これらの結果は、対照サケと対照タラの間、及び対照サケと処理サケの間で高い有意差
を示したが、処理サケと対照タラの間で有意差を示さなかった。
【０１７６】
（考察及び結論）
　実施例4から6の「受動的体への外寄生」の仮説が確認された。タラは、レペオフセイル
ス・サルモニスの天然の宿主ではない魚であるが、タラ上に付着しているコペポダイトが
存在する。鰓上の外寄生もまた、実験的外寄生における高密度のコペポダイトに大部分は
関連した受動的外寄生であった。
【０１７７】
　アロモンであるパルミトレイン酸は、サケの体上に付着したコペポダイト数の高度に有
意な減少を誘導する。合成されたパルミトレイン酸で処理されたサケは、レペオフセイル
ス・サルモニスについて天然には外寄生されない種であるタラと同等な様式で外寄生され
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る。
【０１７８】
（実施例7－タイセイヨウサケ(サルモ・サラル)におけるレペオフセイルス・サルモニス
コペポダイトの外寄生挙動の阻害剤としての海ジラミコペポダイト付着阻害性情報化学物
質の異性体の有効性）
　この実施例の目的は、タイセイヨウサケ(サルモ・サラル)におけるレペオフセイルス・
サルモニスコペポダイトの外寄生挙動の阻害剤としての海ジラミコペポダイト付着阻害性
情報化学物質(SCAIS)の異性体の有効性を試験することであった。
【０１７９】
　この実施例において使用した海ジラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質(SCAIS)の
異性体は、trans-9-ヘキサデセン酸であった。
【０１８０】
　本試験は、4匹の魚の4ラウンドを用い、そのうちの8匹は、trans-9-ヘキサデセン酸に
より処理し、且つ他の8匹は、対照として使用して実行された。各ラウンドに関して、4匹
の魚、すなわち、2匹の処理した魚及び2匹の対照を試験した。
【０１８１】
　本試験に組み入れるために、スモルトは、体重70g～150gを有し、且つコペポダイトは
、活発に遊泳することが必要とされた。スモルトが疾患、鱗の喪失、鰭の損傷、白内障及
び/又は遊泳異常を有する場合、これらは、本試験においては使用しなかった。コペポダ
イトが刺激後動けない場合、これらは本試験から除外された。
【０１８２】
　各ラウンドに関して、4匹の魚を捕獲し、海水1.75リットルを供給した4個の2リットル
の平底ビーカーに導入する。処理する魚には、trans-9-ヘキサデセン酸6ppmを有する海水
を使用する一方で、対照においては海水のみを使用した。処理又は対照の0.52mlを、海水
1.75リットルに直接注入した。4匹の魚は、この溶液中で10分間浸した。
【０１８３】
　次に前記魚を、trans-9-ヘキサデセン酸3ppm又は単純に海水の対照のいずれかで処理し
た海水3.5リットルを供給した別の3.5リットルのビーカーに移した。この処理又は対照の
0.52mlを、海水3.5リットルに直接注入した。平底ビーカーから0.875リットルが出るよう
に、平底ビーカーにはバルブを装着した。魚をこれらのビーカーに導入した時、バルブを
開けた。バルブを開けて10分後、ビーカーには、処理のtrans-9-ヘキサデセン酸0.875リ
ットル又は対照の海水0.875リットルのいずれかを供給した。その10分後(ビーカーへの魚
の導入後20分)で、バルブを閉じ、且つ1匹の魚につき60匹のコペポダイトを、各平底ビー
カーに注入した。5分後(ビーカーへの魚の導入後25分)、バルブを開けた。10分後(ビーカ
ーへの魚の導入後35分)、各ビーカーに、trans-9-ヘキサデセン酸0.875リットル又は対照
の海水0.875リットルのいずれかを供給した。10分後(ビーカーへの魚の導入後45分)、各
ビーカーに、trans-9-ヘキサデセン酸0.875リットル又は対照の海水0.875リットルのいず
れかを供給した。10分後(ビーカーへの魚の導入後55分)、各ビーカーに、trans-9-ヘキサ
デセン酸0.875リットル又は対照の海水0.875リットルのいずれかを供給した。
【０１８４】
　次に、麻酔薬製品の過剰量により魚を殺傷するために、Benzoak(登録商標)の2mlを、各
平底ビーカーに注入した。次に魚を、プラスチックバッグに導入し、これをコード化した
。魚を、鰓室内に手術用プライアーを用いて保持し、魚上の異なる部位を3回こすった。
魚の頭部を最初にこすってから、プラスチックバッグの中ですすぎ、次に魚の下側をこす
り、プラスチックバッグの中ですすぎ、その後魚全体をこすり、プラスチックバッグの中
ですすいだ。次に魚を、プラスチックバッグから取り出し、秤量した。次にプラスチック
バッグの内容物を、フィルター上へとあけ、その後コペポダイトの数を、拡大鏡を用い、
各フィルター上で計数した。このプロセスを、他の魚及び他の魚のラウンドについて繰り
返した。
【０１８５】
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　表18は、試験した魚のラウンド、及びそれらがtrans-9-ヘキサデセン酸と対照の海水の
どちらにより処理されたかを、例示している。
【０１８６】
表18
【表１８】

ここで、表18のSCAIS異性体は、trans-9-ヘキサデセン酸を意味する。
【０１８７】
　表19は、この実施例から得られた結果である。
【０１８８】
表19
【表１９】

ここで、表19のSCAIS異性体は、trans-9-ヘキサデセン酸を意味する。
【０１８９】
　除外基準又は欠損試験の場合においては、処理した8匹及び対照8匹が得られるまで魚を
留保し(reserve)、この実験を繰り返した。外れ値(非定型値)は、不合理な結果とみなさ
れた場合、データから除外した。データのセンタリング及び減数(reduction)が、絶対値
で3を上回る場合、これは外れ値と見なした。非定型値は、この試験においては認められ
なかった。
【０１９０】
　データは、9.4 SASソフトウェア(2002-2012、SAS Institute社(Cary, North Carolina,
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ロシジャを使用する残差診断プロットを用いて、正規性の仮定からの逸脱の証拠について
検定した。ボディマス及び付着したコペポダイトの数に準じた対照群と処理群の間の比較
は、正規性及び分散に応じて、t検定プロシジャを使用するスチューデントt検定、又はSA
S 9.4ソフトウェアにおけるnpar1wayプロシジャを使用するウィルコクソン二標本検定を
用いて行った。分散の均質性は、t検定プロシジャを使用するフィッシャー検定を用いて
実証した。有意性閾値は、通常通り5％に設定した。
【０１９１】
表20
【表２０】

ここで、表20のSCAIS異性体は、trans-9-ヘキサデセン酸を意味し、Nbは、数を意味する
。
【０１９２】
　正規性に関する検定を行った。trans-9-ヘキサデセン酸に関する結果を、下記表21に示
す。
【０１９３】
表21
【表２１】

【０１９４】
　正規性に関する検定を行った。対照に関して結果を下記表22に示す。
【０１９５】
表22
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【表２２】

【０１９６】
　使用した全ての検定は、trans-9-ヘキサデセン酸及び対照について試験した魚に関する
ボディマスの正規性を結論付けた。
【０１９７】
　分散の均質性に関するフィッシャー検定からの結果を、下記表23に示す。
表23

【表２３】

　処理群間の分散は、「ボディマス」に関して均質であった。
【０１９８】
　スチューデントt-検定を使用し、結果を下記表24に示す。
【０１９９】
表24

【表２４】

【０２００】
　サケは、「ボディマス」別の処理群間で均質であった(p＝0.4027)。
【０２０１】
　（結論）
　タイセイヨウサケは、「ボディマス」に関して処理群間で均質である。trans-9-ヘキサ
デセン酸(SCAIS異性体)処理したサケにおいて付着したコペポダイトはより少ない数であ
り、trans-9-ヘキサデセン酸(SCAIS異性体)は、タイセイヨウサケに付着したコペポダイ
ト数に対し、有意な作用を有している。
【０２０２】
（実施例8－海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質の錠剤の製作）
　海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質を含有する水分散性錠剤を、下記のよう
に製作する。海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質13.2gを、オイドラギットRL
の150g、酢酸エチル200g及び微晶質セルロース110gと配合する。2.5％ステアリン酸マグ
ネシウム及び5％タルクを一緒に配合し、この情報化学物質を含有する最初の製剤に添加
する。この混合物を、直径8mmの平板パンチを備えたステーションロータリー打錠機を使
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用し圧縮する。
【０２０３】
（実施例9－海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質の有効性）
　この実施例の目的は、水分散性錠剤により連続して放出される、海シラミコペポダイト
付着阻害性情報化学物質(SCAIS)の、タイセイヨウサケ(サルモ・サラル)スモルトにおけ
るレペオフセイルス・サルモニスコペポダイトの外寄生挙動に対する有効性を評価するこ
とであった。
【０２０４】
　この実施例において使用した海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質(SCAIS)は
、cis-9-ヘキサデセン酸(パルミトレイン酸)であった。
【０２０５】
　体重およそ90gを有するSALMAR(登録商標)(Daugstad 6392 Vikebukt, ノルウェー)社の
スモルト期の72匹のタイセイヨウサケ(サルモ・サラル)を、この試験において使用した。
使用した2,400匹のコペポダイトは、レペオフセイルス・サルモニス種起源のIlab(登録商
標)(Bergen, ノルウェー)由来であった。
【０２０６】
　この試験に組み入れるために、スモルトは体重70g～150gを有し、且つコペポダイトは
、活発に遊泳することが必要とされた。スモルトが疾患、鱗の喪失、鰭の損傷、白内障及
び/又は遊泳異常を有する場合、これらは、本試験においては使用しなかった。コペポダ
イトが刺激後動けない場合、これらは本試験から除外された。
【０２０７】
　実験時に、スモルトが背を下にして泳いだ場合、これらは本試験のデータから除外した
。
【０２０８】
　外寄生試験は、処理の適用後、1時間、24時間、72時間及び120時間で測定した。血液試
験は、処理後0時間、1時間、24時間、72時間及び120時間で行った。
【０２０９】
　1個のタンクにつき魚40匹を使用し、本試験は、タイセイヨウサケスモルトの2つの平行
群で行い、一群は、飼育タンク内に存在する水の半分の位置に配置したストリングバッグ
中のcis-9-ヘキサデセン酸の海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質錠剤で処理し
、並びに他の群は、エチルアルコールのみを使用する対照であった。
【０２１０】
　血液試料を得るために、4匹の魚を、2個のタンクの各々中に捕獲し、Benzoak(登録商標
)0.7ml/lの麻酔薬槽中に導入した。1分後、血液試料を、0.6mm針のついた2.5ml注射器を
使用し、魚の尾静脈から採集した。血液液滴を、スライドガラス上に配置し、血液塗沫を
、プラスチック製ストリップを使用し行った。偽好酸球とリンパ球の比(H/L)を、ライト-
ギムザ染色の改変された染色であるディフ－クイック染色を用い、これらの血液塗沫から
測定した。残りの血液は、4mlのヘパリン処理チューブに注入し、後続の血漿コルチゾー
ルの分析まで、-18℃で冷凍庫内で貯蔵した。総血漿コルチゾール試験は、1:25希釈(ng.m
l-1)した血液試料から、ELISA試験キットにより分析した。
【０２１１】
　この処理の適用後1時間、24時間、72時間及び120時間で実行した外寄生試験は、下記の
方式で実行した。2匹の魚を、2個のタンク(対照及び被験)の各々中に捕獲し、各魚の当初
のタンクから採取した水3.5リットルを供給した4個の3.5リットル平底ビーカーへ導入し
た。平底ビーカーには、溶液0.875リットルがビーカーに導入された時点で、等量の溶液
が平底ビーカーから出るように、バルブを装着した。魚をこれらのビーカーに導入した時
、バルブを開けた。魚の導入の10分後、平底ビーカーには、それらの各溶液(被験又は対
照)0.875リットルを供給した。10分後(平底ビーカーへの魚の導入後20分)で、バルブを閉
じた。1匹の魚につき60匹のコペポダイトを、各平底ビーカーに注入した。コペポダイト
注入の5分後(平底ビーカーへの魚の導入後25分)、バルブを開けた。10分後(平底ビーカー
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への魚の導入後35分)、各平底ビーカーに、cis-9-ヘキサデセン酸又は対照のその各々の
処理を供給した。10分後(平底ビーカーへの魚の導入後45分)、各平底ビーカーに、cis-9-
ヘキサデセン酸又は対照のその各々の処理を供給した。10分後(平底ビーカーへの魚の導
入後55分)、各平底ビーカーに、cis-9-ヘキサデセン酸又は対照のその各々の処理を供給
した。10分後(平底ビーカーへの魚の導入後65分)、麻酔薬製品の過剰量により魚を殺傷す
るために、Benzoak(登録商標)の2mlを、各平底ビーカーに注入した。魚が死んだ時点で、
これらをプラスチックバッグに個別に導入した。
【０２１２】
　各魚を、魚の鰓室へと導入した手術用プライアーを用い、プラスチックバッグ内に保持
した。次に魚をプラスチックバッグ内で3回こすり落とした；すなわち、魚の頭部をこす
り、水ですすぎ、魚の下側をこすり、水ですすぎ、並びに魚全体をこすり、水ですすいだ
。次に魚を、バッグから取り出し、秤量した。次にプラスチックバッグの水内容物を、フ
ィルター上へあけ、コペポダイトを収集した。各フィルター上のコペポダイトの数を、拡
大鏡を用い計数した。
　このプロセスを、魚の他の7ラウンドについて繰り返した。
【０２１３】
　除外基準又は欠損試験の場合において、この実験は、魚を留保し繰り返した。喪失デー
タ及び外れ値を管理するために、この種のデータは、全般的結果に含まなかった。
【０２１４】
　この予備分析は、処理群において好ましい陽性の傾向を示した。対照スモルトに付着し
たコペポダイトの平均数は、15.4であったのに対し、処理群に付着した平均数は、10.6で
あった。これらの結果は、海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質であるcis-9-ヘ
キサデセン酸は、迅速且つ効果的に魚の粘液に結合し、閉鎖された3.5リットルタンク内
で1匹の魚につき60匹のコペポダイトという高度に過酷な外寄生試験において有意な防御
を提供することを示している。
【０２１５】
　パルミトレイン酸(cis-9-ヘキサデセン酸)及びtrans-9-ヘキサデセン酸の異性体は、サ
ケジラミの許容し得る宿主の選択を担い得る、SCAIS(海シラミコペポダイト付着阻害性情
報化学物質)と見なすことができる。パルミトレイン酸は、低分子量化合物であるが、多
くの種において代謝産物として認められ、且つその非毒性がわかっており、サケ科の養魚
における海シラミの外寄生の防止にとって有望な選択肢である。
【０２１６】
　本発明は、様々な好ましい実施態様に関して説明されているが、当業者は、それらの範
囲から逸脱することなく、様々な改変、置換、省略及び変更を、行うことができることを
理解するであろう。従って、本発明の範囲は、それらの同等物を含む、下記の請求の範囲
によって限定されることが意図されている。
　本件出願は、以下の構成の発明を提供する。
（構成１）
　合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力
を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又
はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質、並びに許容し得
るビヒクルを含有する、情報化学物質組成物。
（構成２）
　約0.1ppm～約10ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミ
を魚から剥脱するその能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくは
その構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報
化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する、構成1記載の情報化学物質組成物。
（構成３）
　約0.6ppm～約6ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを
魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくは構造類
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似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質、
並びに許容し得るビヒクルを含有する、構成1記載の情報化学物質組成物。
（構成４）
　約0.1ppm～約10ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミ
を魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくは構造
類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質
、並びに無毒の充填剤及び／又はエンハンサー組成物並びに許容し得るビヒクルを含有す
る、情報化学物質組成物。
（構成５）
　約0.6ppm～約6ppmの合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを
魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくは構造類
似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質、
並びに無毒の充填剤及び／又はエンハンサー組成物並びに許容し得るビヒクルを含有する
、情報化学物質組成物。
（構成６）
　前記許容し得るビヒクルが、医薬として許容し得るビヒクル又は獣医学的に許容し得る
ビヒクルである、構成1～5のいずれか一項記載の情報化学物質組成物。
（構成７）
　無毒の充填剤又はエンハンサー組成物を更に含有する、構成1記載の情報化学物質組成
物。
（構成８）
　前記無毒の充填剤が、脂肪酸、アルコール、アミン、スクアレン、グリセロール及びそ
れらの混合物の群から選択される、構成4～7のいずれか一項記載の1又は複数の情報化学
物質組成物。
（構成９）
　前記エンハンサー組成物が、アミン及びインドール系誘導体由来の脂肪酸、これらのア
ミンと脂肪酸のエステル、ケトン、アセトン、アルコール又はステロールを含む、構成4
～7のいずれか一項記載の1又は複数の組成物。
（構成１０）
　前記合成されたパルミトレイン酸の誘導体が、合成されたパルミトレイン酸のエステル
、合成されたパルミトレイン酸アルコール、合成されたパルミトレイン酸のケトン、合成
されたパルミトレイン酸アミド、合成されたパルミトレイン酸エーテル、合成されたパル
ミトレイン酸アルデヒド又は合成されたパルミトレイン酸ステロールである、構成1～9の
いずれか一項記載の1又は複数の組成物。
（構成１１）
　前記1又は複数の組成物が、粉末、錠剤、ペレット、カプセル、顆粒、粒状体、ドライ
フレークの形状であるか、ミセル、リポソーム、ナノ粒子、微粒子内に配置されたか、マ
イクロカプセル化されたか又は凍結乾燥された、持続放出製剤の形状であることができる
、構成1～10のいずれか一項記載の1又は複数の組成物。
（構成１２）
　構成1～10のいずれか一項記載の海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質を含有
する1又は複数の組成物を含む、1又は複数の溶液。
（構成１３）
　合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力
を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくは構造類似体、及び／又はそ
れらの混合物を含有する、海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物の約0.1p
pm～約10ppmを含む、構成12記載の溶液。
（構成１４）
　合成されたパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力
を維持する、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくは構造類似体、及び／又はそ
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れらの混合物を含有する、海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質組成物の約0.6p
pm～約6ppmを含む、構成12記載の溶液。
（構成１５）
　スプレー、エアゾール、エマルション、懸濁液、液滴として、水中ディフューザー中又
は徐放マトリクス内に製剤される、構成12～14のいずれか一項記載の溶液。
（構成１６）
　前記溶液が、魚が住む水に添加されるか、又は魚飼料中に配置されることができる、構
成12～15のいずれか一項記載の溶液。
（構成１７）
　経口的に又は注射を介して魚へ投与される、構成12～16のいずれか一項記載の溶液。
（構成１８）
　海シラミを魚から剥脱する方法であって、該方法が、海シラミを魚から剥脱するための
、合成されたパルミトレイン酸、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構
造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物
質、並びに許容し得るビヒクルを含有する組成物を魚へ投与することを含む、前記方法。
（構成１９）
　前記情報化学物質組成物が、約0.1ppm～約10ppmの濃度で投与される、構成18記載の方
法。
（構成２０）
　前記情報化学物質組成物が、約0.6ppm～約6ppmの濃度で投与される、構成18記載の方法
。
（構成２１）
　海シラミの魚への付着の阻害において使用するための、合成されたパルミトレイン酸、
それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、その塩、その誘導体
、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混合物を含む海シラミ
コペポダイト付着阻害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを含有する、情報化学
物質組成物。
（構成２２）
　海シラミの魚への付着の阻害において使用するための、約0.1ppm～約10ppmの合成され
たパルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する
、その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの
混合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクル
を含有する、情報化学物質組成物。
（構成２３）
　海シラミの魚への付着の阻害において使用するための、約0.6ppm～約6ppmの合成された
パルミトレイン酸、それらの情報化学物質の海シラミを魚から剥脱する能力を維持する、
その塩、その誘導体、その異性体及び／もしくはその構造類似体、及び／又はそれらの混
合物を含む海シラミコペポダイト付着阻害性情報化学物質、並びに許容し得るビヒクルを
含有する、1又は複数の情報化学物質組成物。
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